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"- ･･･ブルジョアジーの遺産 こそプロレタ リア
ー トが社会主義の科学文化を建設する直接の出発
点であり,必要不可欠な前提であって, この段階
を跳びこえて直接に封建文化遺産のなかから社会
主義の新文化を錬成しようとしても,それは根本
的に不可能である〝とのペている｡半植民地半封
建社会では,ブルジョアジーの遺産が直接の前提
なのではなく,新民主主義革命によって止揚され
たそれが社会主義建設のための前提だったのでは
ないか.との疑問が残るのである｡
個別の論文については,それぞれ教えられると
ころが多いが,テーマとして注目させ られたのは
陳独秀と朋適が≪歴史研究≫と≪復旦学報≫で大
きくとりあげられていることである｡とりわけ,
後者では,前述の3篇をのぞいた10篤の論文のう
ち陳独秀関係 3乳 胡適関係4筈㌧他は陳望遺,
魯迅,躍秋白というぐあいなのであるO
陵独秀の評価について,≪歴史研究≫の丁守和
<陳独秀和≪新青年≫>はこういう｡新民主主義
革命期の人物評価は,覚史,革命史,覚の指導者
といった "政治問題〝にかかわるがゆえにたいそ
う困難である, "林彪,｢四人組｣とかれらのかの
顧問が横行していた時期には,多くの同志が論文
や授業中に陳独秀の前期の実際情況に言及したた
めに,いろいろな罪状をかぶされてひどく打撃を
こうむった,〝しかし "- -史的唯物論の原則に
もとづさ,問題を一定の歴史的範閣内で提起し,
実事求是的ほ全面的な歴史評価をおをなわねばな
らない,〝と｡
同様のことは胡適評価にたいしてもいわれてい
る｡≪複層学報≫の朱文牽く試論開通在五四新文
化運動中的作用和地位>は, これまでの胡適にた
いする全面否定ともいうべき "最初から革命の成
果を奪いとろうとの野心をいだいて新文化陣営中
にもぐりr_んできた ｢大スパイ｣ 〝といった評価
を排し,文学革命での役割を正当に評価せよ,と
いっている｡そして,白話文運勤の提唱者として
の功績はいうまでもなく,悪評たかいプラグマチ
ズムも当時における封建主義文化との対立面を重
視 して,その進歩的役割が評価されているのであ
るOさらに,この評価法を "台湾香港等地の銭穆
らpに分らせて祖国統一に貢献しようと主張した
文章 (複旦学報同上号,全増蝦等論文)まである
のには驚いたO
人物評価の細かな点については,たとえば開通
の反動化をいつからと見るかで,秋云志氏が蒋介
石政府とのかかわりにもとめるのにたいし,朱文
華氏が段棋瑞政府のときの善後会議参加におくと
いった差異がないわけではない｡しかし,いずれ
も五四時期における積極面,進歩的役割の評価に
ついては1両者をとりあげたどの論文も-致して
いるのである｡当時の歴史的条件のなかで人物を
評価しようという,実事求是の方針に私は賛成だ
が,百花斉放,百家争鳴の状況が定着するために
は,林彪 ｡四人組も "禁区〝にしない活発な討論
が展開されることが必要であろう｡陳独秀,胡適
のみならず,すべての歴史人物にたいする問題提
起がなされることを願ってやまないO
末筆ながら,筆者の力不足から,必要なものを
網羅しえていないし,さらに各位の文章のよみち
がいなど誤ちを犯している点も多いと思うが,読
者諸賢の御叱jEJ_をお願いするしだいである｡
